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か
つ
て
の
日
本
は
三
世
代
同
居
の
世

帯
が
多
く
、
夫
婦
の
親
世
代
が
子
育
て

の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
し
た
。
地
域

全
体
の
密
接
な
つ
な
が
り
も
あ
り
、
親

の
周
り
に
は
、
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
人
が
多
く
い
て
、
安
心
し
て
子
育
て

を
す
る
環
境
が
整
っ
て
い
た
と
言
え
ま

す
。

　

し
か
し
、
核
家
族
化
が
進
む
今
、
夫

婦
の
親
世
代
と
離
れ
て
暮
ら
す
世
帯
も

多
く
、
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
機
会
が
少

な
く
な
り
、
地
域
の
中
で
周
り
に
頼
る

人
も
お
ら
ず
、
孤
立
状
態
で
子
育
て
を

し
て
い
る
家
庭
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
加
え
て
少
子
化
が
進
ん
だ
こ
と
で
、

夫
婦
自
体
が
、
子
ど
も
の
こ
ろ
に
、
幼

い
弟
や
妹
の
面
倒
を
見
る
経
験
を
し
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。
乳
幼
児
と
触
れ
あ
う
経
験
が
な

い
ま
ま
子
育
て
を
行
う
こ
と
が
、
育
児

へ
の
不
安
、
負
担
を
増
加
さ
せ
て
い
る

と
も
い
え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
不
安
を
抱
え
る
子
育
て
世

代
の
た
め
に
、
村
で
は
次
の
よ
う
な
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　　

妊
婦
さ
ん
を
対
象
に
母
親
学
級
を

行
っ
て
い
ま
す
。
妊
娠
中
の
体
の
変
化

や
妊
婦
体
操
、
妊
娠
中
の
食
事
に
つ
い

て
な
ど
妊
娠
中
の
過
ご
し
方
に
関
す
る

基
礎
的
な
知
識
を
学
べ
ま
す
。
ま
た
、

同
じ
時
期
に
出
産
す
る
妊
婦
さ
ん
と
交

流
す
る
こ
と
で
情
報
交
換
を
し
た
り
悩

み
が
共
有
で
き
、
ま
た
先
輩
マ
マ
か
ら

育
児
に
つ
い
て
教
え
て
も
ら
え
る
機
会

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

経
済
的
な
サ
ポ
ー
ト
で
は
、
妊
婦
健

診
受
診
票
の
回
数
（
14
回
）
を
超
え
て

健
診
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
場
合
、
そ

の
全
額
を
助
成
し
ま
す
。（
※
）

　

ま
た
、
妊
娠
中
か
ら
産
後
1
年
ま
で

に
、
体
調
不
良
な
ど
に
よ
り
病
院
を
受

診
し
た
り
薬
局
で
の
調
剤
費
用
に
つ
い

て
も
、
医
療
保
険
内
の
自
己
負
担
分
に

つ
い
て
は
、
5
0
0
円
の
レ
セ
プ
ト
代

を
除
い
て
村
が
全
額
助
成
し
ま
す
。

〇
不
妊
・
不
育
治
療
へ
の
サ
ポ
ー
ト

　

夫
婦
の
約
18
％
は
望
ん
で
も
子
ど
も

を
授
か
る
こ
と
の
で
き
な
い
不
妊
症
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
妊

娠
し
て
も
流
産
を
繰
り
返
し
て
し
ま
う

不
育
症
に
苦
し
む
人
も
多
く
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
不
妊
・
不
育
治
療
に
か
か

　少子高齢化が進み、全国的な人口減少が問題視される中、村の明るい未
来のために子どもたちの健やかな成長は欠かせません。
　村では、安心して子育てができる環境づくりのために、妊婦・産婦のサポー
トや子どもの病気予防などに対する支援を行っていきます。

変
化
す
る

　
　

子
育
て
環
境

産
前
の
サ
ポ
ー
ト

安心できる子育て環境づくり
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る
費
用
に
対
し
30
万
円
を
上
限
と
し
て

助
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
助
成
は
、
県

の
助
成
と
の
併
用
が
可
能
で
あ
り
、
併

用
す
る
場
合
は
不
足
分
に
つ
い
て
助
成

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　　産
後
は
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
急
激
な

変
化
に
よ
り
、
心
と
体
に
ス
ト
レ
ス
が

か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
体
が
妊
娠

前
の
状
態
に
戻
る
ま
で
の
産
後
６
～
８

週
間
は
十
分
な
休
養
を
取
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

〇
夫
や
家
族
の
サ
ポ
ー
ト

　

す
っ
か
り
回
復
し
て
元
気
そ
う
に
見

え
て
も
、
心
と
体
に
大
き
な
変
化
が
起

き
て
い
る
時
期
で
す
。
一
番
近
く
に
い

る
夫
や
周
り
の
家
族
が
、
家
事
や
育
児

を
分
担
し
、
ゆ
っ
く
り
話
を
聞
い
て
あ

げ
る
こ
と
が
産
婦
さ
ん
の
支
え
に
な
り

ま
す
。

〇
産
後
２
回
の
健
診

　

産
後
１
か
月
に
産
後
の
回
復
状
況
を

み
る
た
め
、
病
院
で
産
婦
健
診
が
行
わ

れ
ま
す
。
産
後
１
か
月
以
内
が
最
も
育

児
不
安
が
多
い
た
め
、
今
年
度
か
ら
産

後
２
週
間
、
１
か
月
の
２
回
健
診
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

際
、
助
産
師
さ
ん
が
育
児
相
談
や
、
保

健
指
導
を
行
い
ま
す
。
普
段
抱
え
て
い

る
悩
み
な
ど
を
相
談
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
こ
の
健
診
に
係
る
費
用
に
つ
い
て

は
、
村
が
全
額
助
成
し
ま
す
。（
※
）

〇
新
生
児
が
受
け
る
検
査

　

出
生
後
の
入
院
中
に
新
生
児
の
病
気

な
ど
の
早
期
発
見
、
予
防
の
た
め
の
検

査
が
あ
り
ま
す
。
新
生
児
の
聴
覚
異
常

の
早
期
発
見
の
た
め
に
行
う
検
査
に
つ

い
て
も
７
千
円
を
上
限
と
し
て
助
成
を

し
て
い
ま
す
。（
※
）

※
共
通
事
項

　

受
診
し
た
際
の
領
収
書
、
明
細
書
を

保
管
し
て
お
き
、
産
後
２
か
月
の
「
母

子
相
談
」
の
際
に
村
へ
提
出
し
て
下
さ

い
。
内
容
を
審
査
し
、
該
当
す
る
費
用

に
つ
い
て
産
後
３
か
月
の
「
３
か
月
訪

問
」
の
際
に
申
請
書
を
作
成
し
ま
す
。

　　

赤
ち
ゃ
ん
は
月
齢
が
上
が
る
に
つ
れ

て
外
出
機
会
も
多
く
な
り
、
ウ
イ
ル
ス

や
雑
菌
に
触
れ
る
こ
と
も
増
え
ま
す
。

生
後
６
カ
月
ご
ろ
ま
で
は
お
母
さ
ん
か

ら
も
ら
っ
た
免
疫
に
守
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
以
降
は
、
病
気
に
か
か
り
や

す
く
な
る
た
め
、
予
防
接
種
な
ど
で
病

気
に
対
す
る
抗
体
を
作
っ
て
あ
げ
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
法
律
で
決
め
ら
れ

た
定
期
予
防
接
種
以
外
に
次
の
予
防
接

種
の
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
の
で
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
子
ど
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　

費
用
助
成

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
症
や
重
症
化

予
防
の
た
め
接
種
費
用
を
助
成
し
ま

す
。

助
成
額　
　

全
額
助
成

対
象
者　
　

１
歳
か
ら
18
歳
ま
で

助
成
回
数　

１
歳
か
ら
12
歳　

２
回

　
　
　
　
　

13
歳
か
ら
18
歳　

１
回

〇
お
た
ふ
く
か
ぜ
予
防
接
種
費
用
助
成

　

お
た
ふ
く
か
ぜ
予
防
接
種
に
係
る
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
額　

５
千
円
（
上
限
）
１
回
の
み

対
象
者　

１
歳
か
ら
３
歳
ま
で

　

子
ど
も
を
健
や
か
に
育
て
る
こ
と
は

大
切
で
す
が
、
両
親
が
健
康
で
い
る
こ

と
も
大
切
で
す
。
村
で
は
生
活
習
慣
病

予
防
の
た
め
に
、
大
桑
村
さ
わ
や
か
人

間
ド
ッ
ク
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
、
肥
満
、
高
血
圧
、

高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど
軽
度
の
症
状

が
積
み
重
な
っ
て
大
病
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。
ま
た
こ
れ
ら
は
40
代
で
発
症
し

や
す
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、
30
代
で
そ

の
予
兆
が
現
れ
ま
す
。
村
で
は
35
歳
か

ら
39
歳
ま
で
の
間
に
受
け
る
人
間
ド
ッ

ク
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
生

活
習
慣
の
見
直
し
、
病
気
の
早
期
発
見

と
早
期
治
療
の
た
め
に
、
年
に
1
度
は

人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

〇
大
桑
村
さ
わ
や
か
人
間
ド
ッ
ク
助
成

助
成
額　

対
象
健
診
費
用
の
9
割
（
上

限
４
万
５
千
円
）

対
象
者　

35
歳
か
ら
39
歳
ま
で

　

子
育
て
中
は
健
診
を
受
け
た
く
て
も

家
事
や
育
児
で
忙
し
く
、
つ
い
自
分
の

体
の
こ
と
は
後
回
し
に
し
て
し
ま
い
が

ち
で
す
。
そ
ん
な
育
児
マ
マ
が
気
軽
に

安
心
し
て
健
診
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
健
診
時
に
未
就
園
児
の
一
時
預
か

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
を
利

用
し
て
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

こ
の
他
、
村
で
は
子
ど
も
の
成
長
に

合
わ
せ
て
切
れ
目
の
な
い
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
妊
娠
、
出
産
、
育

児
で
悩
ん
だ
ら
抱
え
込
ま
ず
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

℡
＊
＊
55
‐
４
０
０
３

産
後
の
サ
ポ
ー
ト

育
児
マ
マ
応
援
事
業

赤
ち
ゃ
ん
の
病
気
予
防

親
も
健
康
で
い
る
た
め
に
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木
曽
地
区
の
企
業
25
社
が
参
加
し
て

就
職
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

郡
内
の
企
業
の
話
が
聞
け
る
チ
ャ
ン

ス
で
す
。
木
曽
で
就
職
を
検
討
し
て
い

る
人
は
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

★
開
催
日

８
月
７
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30
分

　　

７
月
13
日
（
土
）、
の
ぞ
き
ど
森
林
公

園
の
夏
季
シ
ー
ズ
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。

★
開
園
期
間

７
月
13
日
（
土
）
～
９
月
29
日
（
日
）

★
問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

★
開
催
場
所

木
曽
合
同
庁
舎
２
階　

講
堂

★
対
象
者

大
学
等
卒
業
見
込
者
（
既
卒
含
む
）、
一

般
求
職
者
、
パ
ー
ト
求
職
者
、
Ｕ
・
Ｉ
・

Ｊ
タ
ー
ン
希
望
者

★
問
い
合
わ
せ

木
曽
地
区
雇
用
対
策
推
進
協
議
会
事
務

局
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
木
曽
福
島
）

℡
＊
＊
22
‐
２
２
３
３

木
曽
地
区
就
職

　
　
　

企
業
説
明
会

の
ぞ
き
ど
森
林
公
園

　
　
　
　

オ
ー
プ
ン

プレミアム付商品券のご案内
（商工会が販売する商品券とは異なります）

商品券概要：１冊（500円券の10枚綴り）を4,000円で販売します。
下記の①②両方の要件に該当する人は両方の立場で商品券を購入できます。
 ※商品券の販売場所、使用期間などの詳細は対象者に後日お知らせします。

発行するにあたり、次のようなことは絶対にありません。

▽問い合わせ先　福祉健康課　福祉係（保健センター内）℡＊＊55-4022（直通）

　10月に予定されている消費税率引き上げに伴い、低所得者・子育て世帯の消費に与える影響を
緩和するためのプレミアム付商品券を販売します。

①非課税者分：1人につき、５冊まで購入可能です。
　2019年１月１日時点で大桑村に住民票があり、2019年度の村民税（均等割）が非課税の人。
　→７月に申請書を郵送します。申請書を審査後、該当者には商品券の購入引換券を郵送します。
※対象者を扶養している人が課税されている場合や生活保護制度の対象者等は購入できません。
②子育て世帯分：子１人につき、５冊まで購入可能です。
　大桑村に住民票があり、2016年４月２日から2019年9月30日の間に生まれた子のいる世帯の

世帯主。→９月以降に商品券の購入引換券を郵送します。（申請は不要です。）

●「プレミアム付商品券」を販売するために、村や内閣府などが手数料などの振込を求めること。
●村や内閣府などがATM（銀行・コンビニなどの現金自動支払機）の操作をお願いすること。
●現時点で、村や内閣府などが住民の皆様の世帯構成などの個人情報を照会すること。
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次
の
相
談
や
検
査
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
利
用
く
だ
さ
い
。

　

各
検
査
と
も
、
事
前
に
電
話
相
談
を

行
い
、
検
査
が
必
要
か
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
必
要
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、

検
査
費
用
は
無
料
で
す
。
電
話
相
談

は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
検
査

は
予
約
が
必
要
で
す
。
予
約
は
各
項
目

の
予
約
電
話
番
号
か
ら
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

▼
電
話
相
談
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

℡
０
２
６
４
‐
25
‐
２
２
３
３　

★
検
査
項
目

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
、
梅
毒
、
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア

　

感
染
症

★
検
査
日
時

〇
毎
週
火
曜
日　

　

午
前
９
時
～
午
前
９
時
30
分

〇
毎
月
第
３
火
曜
日　

　

午
後
５
時
～
午
後
６
時

★
結
果
告
知

　
【
H
I
V
及
び
梅
毒
】

　

当
日
の
採
血
実
施
1
時
間
30
分
後

　
【
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
】

 　

10
日
後

★
予
約
電
話
番
号　

　

℡
０
２
６
４
‐
25
‐
２
２
３
２

★
対
応
者

　

保
健
師
・
臨
床
検
査
技
師

★
検
査
日
時

　

毎
週
水
曜
日

　

午
前
９
時
～
午
前
11
時

★
予
約
電
話
番
号

　

℡
０
２
６
４
‐
25
‐
２
２
３
２

★
対
象
者

〇
妊
娠
を
希
望
す
る
人

〇
妊
娠
を
希
望
す
る
人
で
、
予
防
接
種

を
受
け
て
も
風
し
ん
抗
体
価
が
低
い
か

ま
た
は
も
と
も
と
風
し
ん
抗
体
価
が
低

い
妊
婦
の
配
偶
者
な
ど
の
同
居
者
（
事

実
上
の
婚
姻
関
係
等
、
婚
姻
と
同
様
の

関
係
に
あ
る
者
を
含
む
）

　

村
で
は
昭
和
47
年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
54
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
成
人
男
性

に
ク
ー
ポ
ン
を
配
付
し
ま
し
た
の
で
、
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

★
検
査
日
時

　

平
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

★
予
約
電
話
番
号　

　

℡
０
２
６
４
‐
25
‐
２
２
３
３

★
対
象
者

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
つ
い
て
不
安

　

を
持
っ
て
い
る
人
（
検
診
目
的
で
希

　

望
す
る
人
は
対
象
外
）

★
受
付
日
時

　

平
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時

※
そ
の
他
の
相
談
つ
い
て
も
随
時
受
付

▽
検
査
場
所

木
曽
合
同
庁
舎
２
階　

診
察
室

▽
問
い
合
わ
せ
先

木
曽
保
健
福
祉
事
務
所

健
康
づ
く
り
支
援
課
予
防
衛
生
係

℡
０
２
６
４
‐
25
‐
２
２
３
２

　

６
月
26
日
、
関
西
電
力
㈱
木
曽
水
力

セ
ン
タ
ー
の
社
員
に
よ
る
環
境
整
備
が

行
わ
れ
、
阿
寺
川
橋
か
ら
フ
ォ
レ
ス
パ

木
曽
ま
で
村
道
の
草
刈
り
を
し
ま
し

た
。

　

関
西
電
力
㈱
で
は
毎
年
６
月
を
環
境

月
間
と
し
、
魚
の
放
流
や
景
観
美
化
な

ど
環
境
保
全
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。 関

西
電
力
環
境
月
間

木
曽
保
健
福
祉
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

▲関西電力の皆さんによる作業の様子

検
査
相
談

エ
イ
ズ

　

・
性
感
染
症
検
査

風
し
ん
抗
体
検
査

Ｂ
型
・
Ｃ
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

骨
髄
バ
ン
ク
登
録
受
付
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村
内
の
３
駅
は
、
臨
時
職
員
が
切
符

の
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

各
駅
で
購
入
し
た
切
符
販
売
額
の
一

部
は
、
販
売
手
数
料
と
し
て
村
の
収
入

に
な
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
を
利
用
す
る
と
き
は
、
で
き
る

だ
け
村
内
の
駅
で
の
往
復
切
符
の
購
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
窓
口
業
務　

　

６
時
30
分
～
12
時
30
分

▼
問
い
合
わ
せ
先

須
原
駅　

℡
＊
＊
94
‐
９
０
１
４

大
桑
駅　

℡
＊
＊
94
‐
９
０
１
５

野
尻
駅　

℡
＊
＊
94
‐
９
０
１
６

　

　

日
間
賀
島
で
は
、
海
水
浴
や
漁
業
体

験
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
れ
か
ら
の

季
節
は
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
多
く
、
観
光

に
最
適
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

　

村
で
は
日
間
賀
島
の
宿
を
利
用
す
る

人
に
「
海
の
家
の
補
助
券
」
を
発
行
し

て
い
ま
す
。

　

補
助
を
利
用
し
て
日
間
賀
島
に
出
か

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

★
補
助
額

　

〇
村
内
に
住
所
が
あ
る
人

　
　

大
人　

３
０
０
０
円

　
　

小
人　

２
０
０
０
円

　

〇
村
外
者
で
村
内
に
勤
め
て
い
る
人

　
　

大
人　

２
０
０
０
円

　

※
補
助
は
一
年
に
１
人
１
回
で
す
。

★
申
請
方
法

①
日
間
賀
島
の
ホ
テ
ル
・
民
宿
を
予
約

②
宿
泊
日
の
５
日
前
ま
で
に
役
場
で
補

　

助
の
申
請
（
印
鑑
が
必
要
で
す
）

③
「
海
の
家
の
補
助
券
」
を
発
行

④
宿
泊
先
の
フ
ロ
ン
ト
で
補
助
券
を
提

　

出
す
る
と
、
利
用
料
金
か
ら
補
助
金

　

額
分
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
企
画
係

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

　

６
月
定
例
議
会
で
奥
田
斗
生
さ
ん

（
新
田
５
）
が
監
査
委
員
に
再
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
元
年
６
月
27
日
か
ら
令

和
５
年
６
月
26
日
ま
で
で
す
。

　

今
年
度
の
日
本
赤
十
字
社
の
募

金
は
、
会
費
と
寄
付
金
合
わ
せ
て

60
万
８
千
８
８
０
円
で
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
募
金
は
、
国
内
外
の
災
害

　　

長
年
に
わ
た
り
社
会
貢
献
さ
れ
た
み

な
さ
ん
の
長
寿
を
お
祝
い
し
、
敬
老
会

を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時

　

９
月
４
日
（
水
）　

午
前
11
時
か
ら

○
会
場

　

野
尻
地
区
館

○
対
象
者　

　

77
歳
、
78
歳
、
80
歳
、
85
歳
、
88
歳

　

以
上
の
人
（
い
ず
れ
も
平
成
31
年
４

　

月
２
日
か
ら
令
和
２
年
４
月
１
日
に

　

対
象
年
齢
を
迎
え
る
人
）

※
対
象
と
な
る
人
に
は
、
７
月
中
旬
に

　

通
知
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
健
康
課
福
祉
係　

℡
＊
＊
55
‐
４
０
２
２

救
助
活
動
、
奉
仕
団
な
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
医
療
事
業
や
血
液
事
業

の
推
進
、
看
護
師
育
成
な
ど
に
使
わ
れ

ま
す
。
ま
た
、
一
部
は
村
に
還
元
さ
れ

災
害
備
蓄
品
の
購
入
や
日
赤
奉
仕
団
の

研
修
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

切
符
購
入
は

村
内
３
駅
で

奥
田
斗
生
さ
ん

監
査
委
員
に
再
任

敬
老
会
を開

催
し
ま
す

日
赤
募
金

日
間
賀
島
へ
行
こ
う
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６
月
１
日
、
快
晴
の
中
、
阿
寺
渓
谷

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
数
は
昨
年
度
よ
り
増
え
、
阿
寺

渓
谷
の
注
目
度
の
高
さ
を
感
じ
ま
し

た
。

　

前
日
ま
で
雨
が
続
き
、
開
催
自
体
が

危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
降
雨
が
幸

い
し
、「
雨
現
の
滝
」
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

大
桑
村
案
内
人
の
会
の
ガ
イ
ド
４
名

が
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
同
行
し
、
千
畳
岩
、

狸
ヶ
淵
、
六
段
の
滝
な
ど
、
ポ
イ
ン
ト

ご
と
に
解
説
し
案
内
を
行
い
ま
し
た
。

渓
谷
内
に
は
サ
サ
ユ
リ
や
ハ
ン
シ
ョ
ウ

ヅ
ル
な
ど
珍
し
い
植
物
も
多
く
あ
り
、

参
加
者
は
、
ガ
イ
ド
の
話
を
聞
き
な
が

ら
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
足
を
止
め
て
、
阿

寺
渓
谷
の
美
し
い
自
然
に
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
ペ
ー
ス
で
7.5
㎞

の
道
の
り
を
歩
き
ま
し
た
。
県
外
か
ら

の
参
加
者
か
ら
は
、「
阿
寺
渓
谷
は
写

真
で
し
か
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、

実
際
は
写
真
よ
り
も
美
し
か
っ
た
。
参

加
し
て
本
当
に
よ
か
っ
た
。」
と
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。　

　

　
　

阿
寺
渓
谷
管
理
運
営
協
議
会
で
は

阿
寺
渓
谷
の
環
境
を
保
全
す
る
た
め
昨

年
７
月
か
ら
森
林
環
境
整
備
推
進
協
力

金
を
徴
収
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
森
林
環
境
推
進
協
力

金
は
63
万
１
千
２
６
６
円
あ
り
ま
し

た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

こ
の
う
ち
、
50
万
円
を
阿
寺
渓
谷
の

環
境
保
全
整
備
費
用
の
一
部
と
し
て
ト

イ
レ
の
維
持
管
理
や
夏
季
交
通
整
理
、

遊
歩
道
整
備
の
費
用
な
ど
に
充
て
ま
し

た
。

　

美
し
い
自
然
を
後
世
に
残
す
た
め
渓

谷
に
訪
れ
た
際
は
引
き
続
き
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

阿
寺
渓
谷
管
理
運
営
協
議
会

（
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係
）　

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

　

今
年
度
の
緑
の
募
金
は
27
万
８
千
61

円
で
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

募
金
は
森
林
整
備
や
里
山
の
手
入
れ

な
ど
の
森
林
づ
く
り
、
森
林
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
や
緑
の
少
年
団
育
成

な
ど
の
人
づ
く
り
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
と
サ
マ
ー

ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
が
全
国
で
販
売
中
で

す
。

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の

ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
の
で
、
長

野
県
内
の
宝
く
じ
売
り
場
で
の
購
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

　

７
月
２
日
（
火
）
～
８
月
２
日
（
金
）

　

　

８
月
14
日
（
水
）

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
販
売
中

抽

選

日

阿
寺
渓
谷
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
開
催

緑
の
募
金

阿
寺
渓
谷
協
力
金

販
売
期
間

▲狸ヶ淵でひとやすみ▲ウォーキングの様子
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現
在
使
用
中
の
保
険
証
（
黄
色
）
は

７
月
31
日
で
使
え
な
く
な
り
ま
す
。

　

７
月
下
旬
に
新
し
い
保
険
証
（
桃

色
）
を
送
付
し
ま
す
。
住
所
・
氏
名
・

自
己
負
担
割
合
な
ど
記
載
内
容
を
確
認

し
、
８
月
１
日
か
ら
は
新
し
い
保
険
証

を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
（
青
色
）
も
保
険
証
と
あ

わ
せ
て
更
新
と
な
り
ま
す
。
該
当
と
な

る
人
は
、
保
険
証
と
一
緒
に
新
し
い
認

定
証
が
届
き
ま
す
。

※
有
効
期
限
の
切
れ
た
古
い
保
険
証
・

減
額
認
定
証
は
、
自
身
で
破
棄
す
る
か

役
場
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ
先

住
民
課
住
民
係

℡
＊
＊
55
‐
3
0
8
0

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

℡
0
2
6
‐
2
2
9
‐
5
3
2
0

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
険
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

後期高齢者医療　保険料の軽減

①　低所得者の均等割額の軽減

世帯内の被保険者と世帯主の前年の総所得金額等を合計した額 軽減後の均等割額

33万円以下（平成30年度までは、8.5割軽減該当※2）

世帯内の被保険者全員が年金収入80万円以下
(その他各種所得なし)の場合(平成30年度までは、9割軽減該当※1)

33万円＋（28万円×世帯の被保険者数）以下の場合

33万円＋（51万円×世帯の被保険者数）以下の場合

８割軽減
（8,181 円／年）

（今年度均等割額・・・40,907 円）

②　元被扶養者への均等割額の軽減

▼問い合わせ先
　住民課住民係　℡＊＊55-3080 　長野県後期高齢者広域連合　℡026-229-5320

　制度加入者のうち、低所得者や制度加入直前に被用者保険の被扶養者であった人は、保険料の軽
減措置があります。

※1 9割軽減対象であった人は、年金生活者支援給付金の支給や介護保険料の軽減強化といった支
 援策の対象となります。（ただし、課税者が同居している場合は対象となりません。また、年金生
 活者支援給付金の支給額は納付実績等に応じて異なります。）
※2 8.5割軽減の対象者は、年金生活者支援給付金の支給の対象とならないこと等を踏まえ、激変緩
 和の観点から、1年間に限り事実上8.5割軽減が据え置きになります。

※低所得者の均等割額の軽減（８割・８.５割軽減）に該当する場合は、その軽減割合が適用されます。

　資格取得直前に被用者保険の被扶養者であった人への均等割額の軽減特例は、令和元年度以降は
「資格取得後２年間に限り５割軽減」となります。なお、所得割額は引き続きかかりません。

（6,136 円／年）
８.５割軽減

（20,453 円／年）
５割軽減

（32,725 円／年）
２割軽減

旧　平成 30 年度 ５割（期間制限なし）
新　令和元年度 ５割（資格取得から２年を経過するまで）
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熱
中
症
と
は
、
高
温
多
湿
な
環
境
に

長
く
い
る
こ
と
で
、
徐
々
に
体
内
の
水

分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温

調
整
機
能
が
う
ま
く
働
か
な
く
な
り
、

体
内
に
熱
が
こ
も
っ
た
状
態
を
い
い
ま

す
。
屋
外
だ
け
で
な
く
室
内
で
も
発
症

し
、
救
急
搬
送
さ
れ
た
り
、
場
合
に
よ
っ

て
は
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
予

防
に
努
め
る
と
と
も
に
、
万
一
の
と
き

の
た
め
に
応
急
処
置
を
覚
え
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

熱
中
症
の
初
期
の
症
状
は
、
め
ま
い

や
立
ち
く
ら
み
、
気
分
が
悪
い
、
こ
む

ら
返
り
な
ど
で
す
。
悪
化
す
る
と
頭
痛

や
吐
き
気
、
身
体
が
だ
る
い
な
ど
の
症

状
が
現
れ
ま
す
。
重
症
化
す
る
と
、
意

識
障
害
（
呼
び
か
け
に
対
し
て
の
反
応

や
会
話
が
お
か
し
い
な
ど
）
や
け
い
れ

ん
な
ど
を
起
こ
し
ま
す
。

①
室
内
を
涼
し
く
す
る
工
夫

　

扇
風
機
と
エ
ア
コ
ン
を
併
用
し
て
使

う
と
、
効
率
的
に
室
温
と
湿
度
を
下
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
す
だ
れ
や
よ
し

ず
、
カ
ー
テ
ン
な
ど
で
強
い
日
ざ
し
遮

る
工
夫
や
直
射
日
光
の
当
た
る
と
こ
ろ

に
打
ち
水
を
す
る
の
も
効
果
的
で
す
。

特
に
高
齢
の
人
は
暑
さ
を
感
じ
に
く
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
感
覚
に
頼
ら
ず
温

度
計
や
湿
度
計
を
使
っ
て
数
字
で
確
認

し
、
室
温
は
２
８
度
、
湿
度
は
７
０
％

を
超
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
脱
水
対
策　

　

の
ど
の
渇
き
を
感
じ
て
い
な
く
て

も
、
水
や
お
茶
な
ど
で
こ
ま
め
に
水
分

補
給
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
入
浴

時
や
睡
眠
時
は
汗
を
か
い
て
い
る
の

で
、
入
浴
前
後
、
寝
る
前
、
起
床
時
に

水
分
補
給
を
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。
３

食
き
ち
ん
と
食
事
が
と
れ
て
い
れ
ば
、

特
に
塩
分
を
補
う
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
大
量
に
汗
を
か
い
た
時

は
、
汗
と
と
も
に
ナ
ト
リ
ウ
ム
も
失
わ

れ
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど

で
水
分
と
と
も
に
塩
分
の
補
給
が
必
要

で
す
。
か
か
り
つ
け
医
か
ら
水
分
や
塩

分
の
摂
取
量
が
制
限
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
そ
の
指
示
に
従
い
ま
し
ょ
う
。

③
体
内
温
度
を
上
げ
な
い

　

服
装
は
熱
が
こ
も
ら
な
い
よ
う
通
気

性
の
良
い
も
の
を
選
び
、
襟
元
は
な
る

べ
く
緩
め
て
、
熱
気
や
汗
が
出
て
い
き

や
す
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
屋
外
で

は
日
傘
や
帽
子
を
使
用
し
た
り
、
作
業

を
す
る
際
は
、
無
理
を
せ
ず
こ
ま
め
に

休
憩
を
と
り
、
日
陰
で
は
帽
子
を
脱
い

で
汗
の
蒸
発
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

　

意
識
が
な
い
場
合
と
意
識
が
あ
る
場

合
で
は
、
応
急
処
置
の
方
法
が
異
な
る

の
で
、
ま
ず
声
を
か
け
る
、
肩
を
た
た

く
な
ど
し
て
意
識
を
確
認
し
、
図
１
の

手
順
で
対
処
し
ま
す
。

　

熱
中
症
は
重
症
化
す
る
と
命
に
関
わ

り
ま
す
が
、
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
、

適
切
に
予
防
す
る
こ
と
で
未
然
に
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
っ
か
り
対
策
し
、

楽
し
い
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

（図１）熱中症応急処置フローチャート

意識がない 意識がある

飲
め
な
い

体を冷やすのに
効果的な部位

飲める

体調が
回復しない

首

わきの下

太ももの
付け根

保健センター
だより

保健センター
だより

原　あや香　保健師原　あや香　保健師

保健センター保健センター
TEL ＊＊ 55-4003（直通）TEL ＊＊ 55-4003（直通）

mail cent@vill.ookuwa.nagano.jpmail cent@vill.ookuwa.nagano.jp

熱
中
症
に
注
意

熱
中
症
を
対
策
し
て

楽
し
い
夏
を

熱
中
症
の
症
状

熱
中
症
の
予
防

熱
中
症
の
応
急
処
置

熱中症を疑う症状はありますか？
（めまい、立ちくらみ、こむら返り、頭痛、
吐き気、けいれん、意識障害など）

意識の状態の確認

自分で飲み物を飲
むよう促す

安 静 に し て
十 分 に 休 息
を取る

〇救急車を呼ぶ
涼しい場所へ移動さ
せ、服を緩めて体を冷
やし救急車を待つ

涼しい場所に移動
さ せ、 服 を 緩 め、
体を冷やす

医療機関を受診す
る

⇒

⇒ ⇒

⇒

⇒
⇒
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情報掲示板
問　

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合　

業
務
課
給
付
係

℡
0
2
6
‐
2
2
9
‐
5
3
2
0

　

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
で
は
、
高
齢
者
の
健
康

づ
く
り
事
業
の
一
環
と
し
て
歯

科
健
診
を
行
い
ま
す
。
対
象
者

へ
は
６
月
下
旬
に
、
通
知
と
受

診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

口
腔
内
の
健
康
は
、
笑
顔
へ

の
第
一
歩
で
す
。
固
い
も
の
が

食
べ
に
く
い
、
入
れ
歯
が
合
わ

な
い
、
特
に
自
覚
症
状
は
な
い

が
、
口
腔
内
の
状
態
を
確
認
し

た
い
人
な
ど
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
費
用
は

か
か
り
ま
せ
ん
。

★
対
象
者　

昭
和
18
年
４
月
１
日
か
ら
昭
和

19
年
３
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
被
保
険
者

★
対
象
医
療
機
関

長
野
県
歯
科
医
師
会
所
属
の
歯

科
医
院

★
健
診
期
間

令
和
元
年
７
月
１
日
（
月
）
か

ら
令
和
元
年
12
月
30
日
（
月
）

※
対
象
医
療
機
関
へ
直
接
予
約

を
し
、「
受
診
券
」「
被
保
険
者

証
」
を
持
参
の
う
え
、
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

※
歯
科
健
診
は
無
料
で
受
診
で

き
ま
す
が
、
治
療
が
必
要
に

な
っ
た
場
合
、
治
療
費
は
本
人

負
担
と
な
り
ま
す
。

問　

教
育
委
員
会
子
育
て
支
援

係℡
＊
＊
55
‐
1
0
2
0

　

内
閣
府
で
は
毎
年
７
月
を

「
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止

全
国
強
調
月
間
」
と
し
て
い
ま

す
。

　

青
少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環

境
の
変
化
を
踏
ま
え
つ
つ
、
家

庭
、
地
域
、
学
校
、
関
係
機
関

が
協
力
し
て
青
少
年
健
全
育
成

の
た
め
の
活
動
を
実
施
し
ま

す
。

　

重
点
課
題
は
次
の
と
お
り
で

す
。

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
係

る
子
ど
も
の
性
被
害
犯
罪
の
防

止②
有
害
環
境
へ
の
適
切
な
対
応

③
薬
物
乱
用
対
策
の
推
進

④
不
良
行
為
お
よ
び
初
発
型
非

行
（
犯
罪
）
等
の
防
止

⑤
再
非
行
（
犯
罪
）
の
防
止

⑥
い
じ
め
・
暴
力
行
為
等
の
問

題
行
動
へ
の
対
応

問
・
申　

征
矢
法
律
事
務
所　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
被
害
対
策
長

野
弁
護
団
事
務
局

℡
0
2
6
3
‐
37
‐
1
4
7
7

℻
0
2
6
3
‐
37
‐
1
4
7
8

　

消
費
者
問
題
に
精
通
し
、
日

頃
救
済
活
動
を
行
っ
て
い
る
弁

護
士
会
所
属
の
弁
護
士
有
志
が

集
ま
り
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

被
害
対
策
長
野
弁
護
団
」
を
結

成
し
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ま
つ
わ

る
被
害
の
救
済
と
撲
滅
を
目
指

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

※
電
話
に
よ
る
相
談
は
対
応
し

て
い
ま
せ
ん
。
必
ず
F
A
X

に
よ
る
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ

い
。

※
F
A
X
の
様
式
は
役
場
住

民
課
防
災
環
境
係
（
℡
＊
＊
55

‐
3
0
8
0
）
に
あ
り
ま
す
の

で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問　

大
桑
村
商
工
会

℡　

＊
＊
55
‐
３
１
３
０

　

長
野
県
商
工
会
連
合
木
曽
支

部
は
、
木
曽
地
域
の
み
な
さ
ん

の
身
近
な
法
律
相
談
所
と
し
て
、

毎
月
１
回
弁
護
士
に
よ
る
無
料

法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

★
開
催
日

９
月
24
日
（
火
）

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す

★
開
催
場
所　

大
桑
村
商
工
会

問　

南
信
工
科
短
大
事
務
局

℡
0
2
6
5
‐
71
‐
5
0
5
1

　

南
信
工
科
短
大
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
学
校
の
紹
介
、
キ
ャ
ン
パ

ス
の
見
学
、
入
試
の
説
明
・
相

談
の
ほ
か
、
模
擬
授
業
（
８
月

３
日
）
も
行
わ
れ
ま
す
。

★
開
催
日

・
８
月
３
日
（
土
）

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
30
分

・
９
月
７
日
（
土
）

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時

問　

放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン

タ
ー

℡
0
2
6
6
‐
58
‐
2
3
3
2

　

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世

代
の
学
生
が
、
大
学
を
卒
業
し

た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な

ど
、
様
々
な
目
的
で
学
ん
で
い

ま
す
。

　

約
3
0
0
の
授
業
科
目
が

あ
り
、
1
科
目
か
ら
受
講
可
能

で
す
。

　

テ
レ
ビ
に
よ
る
授
業
だ
け
で

な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
好

き
な
時
に
受
講
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
資
料
請
求
は
無
料
で

す
。

★
出
願
期
間

第
１
回　

８
月
31
日
（
土
）

ま
で

第
２
回　

９
月
20
日
（
金
）

ま
で

歯
科
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

青
少
年
の
非
行
・

被
害
防
止

法
律
無
料

な
ん
で
も
相
談
会

放
送
大
学
10
月

入
学
生
募
集

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

被
害
対
策
長
野
弁

護
団
の
お
知
ら
せ

南
信
工
科
短
大

オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
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会場　①中央公民館、②野尻地区館、③須原地区館、④殿分館、
　　　⑤下在郷分館、⑥東分館、⑦野尻向分館、⑧村民体育館、
　　　⑨橋場分館、⑩その他
　　　※各教室とも随時参加者を募集しています。

教　室 会場 時間 開催日
14:00① 21、28英 会 話
19:30② 21、28英 会 話
19:00① １手 話
10:00⑩ 休み日 本 語
10:00② 21押 し 花

9:30① 14、28パ ッ チ ワ ー ク
9:00① 6、20レ ザ ー ク ラ フ ト

10:00④ 16、17陶 芸
10:30② 休みWakuラク♪手作り倶楽部
19:30② １、８、22、29コ ー ル・マ ル ベ リ ー
19:00① ６、20、27ヒ ノ キ 三 味 線
13:00⑨ ６、20、27詩 吟 大 桑
13:00③ 13、27大 正 琴 糸 瀬 会
19:00① 7、21、28リフレッシュヨーガ
14:00② 10、24ヨ ガ
19:00① ５、19あ ゆ み 整 体
10:30⑧ ５、19、26フ ラ ダ ン ス  < 昼 >
19:30③ ６、20、27フ ラ ダ ン ス  < 夜 >
14:00⑧ ３、17、31大桑ダンシングフレンズ
14:00⑧ 10、24日本舞踊はなやぎ会
13:00③ ６、27池 坊 仙 堂 会
13:30② 22笑 い ヨ ガ

８月の行事予定８月の行事予定
１木

２金
３土
４日
５月
６火
７水
８木
９金
10土
11日
12月
13火
14水
15木
16金
17土
18日
19月
20火
21水

22木

23金

24土

25日
26月
27火
28水
29木

31土
30金

体力づくり教室10：00～（野尻地区館）

らくらく筋トレ教室10：00～（野尻地区館）

体力づくり教室10：00～（野尻地区館）
会計窓口延長日19：00まで
成人式（野尻地区館）
ゴールデンシューの日16：00～（野尻地区館）

らくらく筋トレ教室10：00～（野尻地区館）

らくらく筋トレ教室10：00～（野尻地区館）

体力づくり教室10：00～（野尻地区館）

特定健康診査8：30～（保健センター）

小・中学校二学期始業式
特定健康診査8：30～（須原地区館）
らくらく筋トレ教室10：00～（野尻地区館）

特定健康診査8：30～（野尻地区館）

なんでも体験わくわく隊（上松技術専門校）
中学校資源物回収
刻・思い・さんにん展（歴史民俗資料館）※９月１日まで

体力づくり教室10：00～（野尻地区館）
会計窓口延長日19：00まで

小学校ＰＴＡマスつかみ大会

子ども交流セミナー
木曽の写友４人展（歴史民俗資料館）※８月18日まで
らくらく筋トレ教室10：00～（野尻地区館）



6月2日　ふれあいまつり第25回ふれあいまつりがスポーツ公園および村民体育館にて行われました。

6月8日　神津カンナさん
講演会

「福澤桃介の木曽川
電力開発

～大桑村の秘密～」

6月30日　木曽川と堀川　　　　　　　　　　　　　　　　　上下流をつなぐ交流会かつて名古屋市を流れる堀川の浄化に木曽川の水を使ったことから交流が始まりました。

6月23日　木曽郡ポンプ操法・ラッパ吹奏大会ラッパ吹奏の部では見事2位入賞を果たしました。

N
o.537

令
和
元
年
7月
11日

発
行

発
行

／
大

桑
村

　
〒

399 -5503 長
野

県
木

曽
郡

大
桑

村
大

字
長

野
2778

TEL 0264 -55 -3080　
FA

X
 0264 -55 -4134

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

  http://www.vill.ookuwa.nagano.jp/
メ

ー
ル

  info@
vill.ookuw

a.nagano.jp
印

刷
／

山
田

印
刷

株
式

会
社

の
で
き
ご
と

6
月

8月の緊急当番医

村の人口

（7月１日現在・住民基本台帳登録人数）

1,560世帯
（前月比　-1世帯） 男（人） 女（人） 計（人）

出　　　生
死　　　亡
転　　　入
転　　　出
総　人　口
（前月比）

3
5
4
1

1,790
(＋1)

0
1
3
2

1,896
(±0)

3
6
7
3

3,686
（＋1）

日 緊急医名 電話番号
 4日㈰ 古根医院（大桑村） 55-1188
 11日㈰ 池口医院（大桑村） 55-2002
 12日㈷ 奥原医院（木祖村） 36-2264
 18日㈰ 木曽ひよし診療所（木曽町） 26-2001
 25日㈰ 大脇医院（上松町） 52-2023

木曽病院（木曽町福島） ℡0264-22-2703
坂下診療所（中津川市坂下） ℡0573-75-3118
中津川市民病院（中津川市） ℡0573-66-1251

６
月
15
日
、須
原
地
区
館
で
お
さ
が
り
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

お
さ
が
り
会
と
は
、子
ど
も
が
着
れ
な
く
な
っ

た
衣
類
な
ど
を
下
の
世
代
の
子
ど
も
を
育
て
て
い

る
親
た
ち
に
譲
る
イ
ベ
ン
ト
で
、子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
が
主
催
し
て
い
ま
す
。

う
れ
し
い
の
は
親
だ
け
で
な
く
、子
ど
も
た
ち
も

た
く
さ
ん
の
衣
類
や
靴
、ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
に
大

は
し
ゃ
ぎ
。目
当
て
の
も
の
を
詰
め
込
ん
だ
袋
を
両

手
に
下
げ
、満
足
げ
な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

表
紙

よ
せ
て

に

〇広報６月号の掲載記事について、
　以下のとおり誤りがありましたので
　お詫びして訂正いたします。

P.10 ４段目　国土交通省多治見砂防
国道事務所問い合わせ先

【誤】 TEL 057-25-8020  FAX 057-25-7994
【正】 TEL 0572-25-8020  FAX 0572-25-7994

P.3 ４段目 13行目
【誤】 主観的　【正】 主体的


